
令和３年度 第１回 校内研究会【４年】 事後研究会 議事録（6/2４） 

１．挨拶 学校長より【略】 

２．授業者より 

・研究目標を意識するため，課題・めあてを工夫した。今回は「比べよう」とすることで，課題発見を意識した。ペアトーク

のあとの全体交流では，福祉について学んできたことを構造化することを意識した。「思いやり」についてもう少し意見

を拾いたかった。 

・総合的な学習の時間の目標である「自己の生き方を考えていくための資質・能力」を育てるために学習のあしあと（板

書やワークシート，思考ツールカード，振り返り）をロイロノートで整理していき，それらを活用した「変化カード」で交流

することは大変有効であったと考えるが，各課題ごとに「はじめ」の思いを残してから振り返ると，より目標達成に迫れ

ると実感した。どの教科でも「はじめ」「今」「理由」をセットで振り返るようにしていきたい。 

・ＩＣＴ教育は今後，子どもにたちに必要不可欠な基礎基本の力となる。積極的に活用していきたい。 

３．研究協議 

 裏面参照 

４．指導講評 【学校長】  

・総合的な時間の基本的な考えとして，①学習対象を設定。②学習対象に対し，どのような概念の形成を期待するのか       

を明示する。③この概念形成をするために，探求のプロセスを 5回サイクルにする単元を構成する。④他教科等で身に

付けた資質・能力との関連，カリキュラムマネジメントの視点をもつこと。が大切である。 

・学校で設定した探求課題を解決するためには，学習のプロセスを探究する必要がある。「課題の設定，情報の収集，整

理・分析，まとめ・表現」の探究のプロセスが発展的に繰り返されていく一連の学習活動を組むことが大事になる。その

鍵は，課題設定にある。学習が進むにつれ，課題が高まり，考えがよりよいものになっていく学習を考える。単元のねらい

を大きく二つと考え，単元の前半を「考えをつくる」，後半を「考えを練り上げる」とする。このこと基に，次のように単元を

構想していくことが大切である。 

 

５．学校長より【略】 

 

 

 

 

 

 

 



 


